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Poco a poco …     

              選手権予選組み合わせが決定‼ 

この夏の全てを選手権に賭ける‼ 

選手権一次トーナメント組み合わせ決定‼ 

一か月後に迫った選手権に向け、最上級生がチームを引っ張れ‼ 
先週、観測史上四番目に遅い「梅雨明け宣言‼」が出され、東京にも本格的な夏の暑さがやって

きました。ここ数日間は、暑さに身体を順応させるのに大変苦労しました。保護者の皆様はいかが

お過ごしでしょうか？今年の夏も熱中症対策を講じて、健康には十分ご留意ください。 

さて、コロナの影響を受け、三月からの臨時休校、四月になっても新学期（入学式）はスタート

せず、やっと六月に学校は再開しましたが分散登校で、ようやく当たり前の日常が戻ったのは七月

でした。学校現場にとっても、私たちにとっても初の八月授業となりましたが、本日、2020年度の

一学期終業式を無事に迎えることができました。いまだに新型コロナウィルスの感染者数は 200人

以上を超える日が続き、夏休み中も予断は許しませんが、先ずは、一区切りですね。未曾有のコロ

ナの中、一学期間ご協力ありがとうございました、 

2020選手権一次トーナメント組み合わせ決定‼ 

 今週の月曜日、選手権一次トーナメントの組み合わせ抽選会が、都立立川高校で行われました。 

新型コロナウィルスの影響で、かなり規制や整える条件の多い中で大会は実施されます。コロナの

感染拡大を防ぐために、無観客試合、組み合わせ抽選会の結果を SNSに上げない、大会前までの二

週間の健康管理（選手の体温計測や健康状態を記録し、保護者の参加同意書必要）チェックを行わ

なければならないのです。もちろん、他競技でも同様です。プロ野球や Jリーグの選手と違い、高

校生の行う大会なので、大会実施を可能にするために、高体連サッカー部の運営委員の先生方のご

尽力（何度も何度も会議を行っていました）で大会のガイドラインを作成し、今年度の選手権予選

実施に漕ぎ着けました。本当に感謝、感謝です‼ 

 片倉高校サッカー部 47期生（現

三年生）は、例年五月に開催されて

いるインターハイ予選が中止とな

り、今年度のリーグ戦も開催未定の

中、高校サッカー最後の公式戦であ

る選手権予選のみとなりました。ま

だまだ、コロナのこともあり、懸念

材料は残っていますが、大会実施で

きることを祈るばかりです。 

最後の夏。そして、最後の高校サッ

カー選手権予選の片倉高校の初戦、

9 月 6 日（日）キックオフです。＜昨年度のチャンピオン静岡学園‼いよいよ選手権がスタートする＞    



強豪校との TRMでチーム（自分自身）の現時点を知る‼ 

 期末考査終了後の三日間、早速、東海大高輪台（T2）、駒大高（T1）のセカンドチームと、同じ 

地区の松が谷高校とＴＲＭを行いました。梅雨明け宣言後で、本格的な夏の暑さの中でのゲームで 

したが、相手が格上のＴリーグチームということもあって、子どもたちはモチベーションを高く保 

ちながら集中してプレーしていました。強豪校とのＴＲＭでは、高いスキルと正確なプレーはもち 

ろんのこと、速いプレッシャー、攻守の切り替え、球際の厳しいコンタクトなど、普段のＴＲでは 

感じられないことを、身を持って学ぶことができます。また、強豪校のセカンドチームでもＴＲＭ 

の勝負に対する拘りが強く、こういう姿勢が大事な公式戦に繋がっているのだと感じます。 

ゲームを通して、子どもたちが通用したところや足りないところを理解し、普段のＴＲにどのよ 

うに主体的に取り組んでいくのか？強豪校とのＴＲＭでは自分の現在地を知ることができ、それを

謙虚に受け入れることが自分の成長に繋がります。 

 

＜百聞は一見に如かず‼ off the pitchを学ぶ‼＞ 

また、off the pitch の部分も、サッカー同様にトップ 

レベルのチームの醸し出す雰囲気や風格から見習うこ

とは山ほどあります。高校サッカーのスタンダードは、

一朝一夕に成り立つことではありませんが、先ずは、子

どもたちの意識を変えて出来ることから真似（実践）て

いきたいと思います。 

「形から始めていくと、やがて心がついてくる」 

今はそういうスタンスでアプローチしていきます。  ＜TRMで強豪校のオーラを感じ取る‼＞  

Ｋ‘ｓ football スタッフ紹介：富澤拓海（トミー）ＧＫコーチ 

本来ならば、ジブラルタル（イングランド）のマンチェスター62FC

でプレーをしているのですが、コロナの影響で帰国中のトミーＧＫコ

ーチ。この間を利用して、週一回ではありますが、片倉高校三人のＧ

Ｋの指導をお願いしています。海外の現役プロ選手ということで、そ

の経験を活かした指導は斬新的（日本にはない）であり、先日も、戦

術トレーニングの際にパソコンを使って動画や図で子どもたちにレク

チャーするなど、Ｋ‘ｓ ＧＫ指導はＩＴ化の波が押し寄せています。私

たちスタッフも大変勉強になっています。トミーコーチが帰国するま

でに、ＧＫ陣には多くのことを学び自分たちの成長に繋げて欲しいと

思います。 

                                         ＜斬新的な指導のトミーコーチ＞ 

＜After the Game＞ 
 本日、一学期終業式が行われ、子どもたちには通知票が配布されました。成績は如何だったでし

ょうか？特に、三年生にとっては進路活動にかかわる重要な成績です。今年度は、コロナの影響も

あり若干ハンデを背負っていますが、最後まで進路実現に向けて努力して欲しいと思います。 

 さて、明日から二週間の短い夏休みとなります。例年であれば、選手権予選一週間前で、最後の

仕上げに入るところです。しかし、今年の夏は、９月の選手権に向けて実戦形式のＴＲを設定し、

ＴＲＭを多く組みました。今年は、厳しい菅平合宿が実施できず、メンタル面を鍛えることができ

ていないので、敢えて連戦にして、子どもたちには公式戦のプレッシャーを跳ね除けられる精神的

なタフさを求めていきたいと思っています。この夏、「ゲームが一番のトレーニングである。」と言

われるように、実戦を通して多くを学び、個人もチームも成長できることを願っています。 


